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開
国
後
、
主
と
し
て
わ
が
国
の
開
港
場
を
中
心
に
多
発
し
た
外
国
人
に
対
す
る
テ
ロ
行
為
は
、
偏
狭
な
考
え
を
も
つ
一
部
の
日
本
人

（
そ
の
多
く
は
浪
士
）
ら
が
、
国
家
擁
護
と
外
国
の
圧
迫
に
対
す
る
敵
が
い
心
に
目
覚
め
た
結
果
、
衝
動
的
も
し
く
は
計
画
的
に
起
こ
し

た
も
の
で
あ
る
。
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
事
件
は
、
排
外
思
想
が
動
因
と
い
う
よ
り
、
個
人
的
な
利
己
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
、
動
機

が
き
わ
め
て
不
明
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。
長
崎
に
お
け
る
テ
ロ
の
最
初
の
犠
牲
者
は
、
文
久
元
年
七
月
十
八
日
（
一
八
六
一
・
八
・
二

三
）
の
夜
、
丸
山
の
歓
楽
街
で
酔
っ
た
あ
げ
く
町
人
と
け
ん
か
し
て
撲
殺
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
コ
リ
ン
ズ
（
英
艦
「
オ
ー
デ
ィ
ン
」
号
の

機
関
員
、
二
十
七
歳
）
で
あ
る
。
次
い
で
文
久
三
（
一
八
六
一
一
一
）
年
の
初
頭
に
、
商
人
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
サ
ッ
ト
ン
（
荷
役
お
よ
び
元
請
業
、

二
十
四
歳
）
が
大
浦
で
何
者
か
に
よ
っ
て
斬
ら
れ
重
傷
を
負
っ
た
。
さ
ら
に
慶
応
三
年
五
月
十
二
日
（
一
八
六
七
。
六
・
一
四
）
ジ
ョ
ー

ジ
・
パ
ン
カ
ー
（
米
船
「
ヴ
ァ
レ
ッ
タ
」
号
乗
組
員
、
二
十
八
歳
）
が
、
背
後
か
ら
新
ら
れ
死
亡
す
る
事
件
が
起
こ
り
、
同
年
こ
ん
ど
は

英
艦
「
イ
カ
ル
ス
」
号
の
水
夫
が
殺
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
続
発
し
た
。
本
稿
は
こ
の
後
者
の
事
件
に
つ
い
て
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ン
ス
レ
ッ
ト
・
ヒ
ル

長
崎
に
住
む
英
米
人
か
ら
「
領
事
館
の
丘
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
東
山
手
居
留
地
に
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
あ
る
。
慶
応
三
年
七

月
七
日
（
’
八
六
七
・
八
・
六
）
の
朝
六
時
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
領
事
館
に
勤
務
す
る
警
官
ト
ー
マ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ゥ
ッ
ド
の
所
に
、

ヤ
マ

奉
行
所
の
役
人
（
定
役
）
が
や
っ
て
来
て
、
「
山
（
丸
山
ｌ
長
崎
市
内
の
旧
歓
楽
街
）
で
外
国
人
が
二
人
殺
さ
れ
た
が
、
ど
こ
の
国
の

（
１
）
 

者
か
わ
か
つ
ｂ
な
い
」
と
い
っ
た
。
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
巡
査
は
、
こ
の
変
事
を
聞
く
と
直
ち
に
奉
行
所
に
出
向
き
い
ろ
い
ろ
問
い
質
し
た

イ
ギ
リ
ス
軍
艦
「
イ
カ
ル
ス
」
号
水
夫
暗
殺
一
件

宮
永
孝
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テ
ィ
ー
・
ハ
ウ
ス

後
、
死
体
が
置
か
れ
て
い
る
丸
山
の
茶
屋
（
寄
合
町
の
引
田
屋

ｊ
政
之
丞
方
）
に
赴
い
た
。
死
体
は
店
の
門
の
奥
に
横
た
わ
っ
て
お

艫
り
、
そ
の
そ
ば
に
水
兵
の
帽
子
が
転
っ
て
い
た
・
帽
子
の
内
側
に

〃
８
、

ド
は
《
皀
自
＆
『
巨
の
。
（
「
イ
ヵ
ル
ス
」
）
と
い
う
艦
名
が
付
い
て
い
た
。

｛ｖ一

咽乃また青い綿、ネルと日本人が用いる懐紙が落ちていた。被
碓》幡州や州一唾寸郭輌釦埣や森細時鐘祁卿、”誹鋼歴津雫辨
胞
沮
を
知
ら
せ
た
・

悸
勧
日
本
側
の
史
料
に
は
、
殺
さ
れ
た
イ
カ
ル
ス
号
の
一
一
人
の
イ
ギ

た
、
入

れ
歳
リ
ス
人
水
夫
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
が
、
長
崎
の
イ
ギ
リ
ス
領
事

』
Ｃ
Ｑ
Ｊ

（
、
色
）

傷
⑫
館
の
報
告
書
に
は
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
犠
牲
者
は
１
－
‐
ｌ
、

殺
ズ

で
グ
ロ
パ
ー
ト
・
フ
ォ
ウ
ド
崩
呂
の
『
｛
匂
。
且
（
二
十
八
歳
）
…
…

山
ン
ス
ト
鱒
‐

鰔
杼
火
夫
。

長
ハ
ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
』
Ｃ
盲
晋
一
Ｃ
宜
口
、
の
（
二
十
一
一
一

カ
ー
ペ
ン
タ
ー

聿
歳
）
．
：
…
大
工
で
あ
る
。

》
こ
の
一
一
人
は
誰
の
手
に
か
か
り
、
ど
の
よ
う
な
殺
さ
れ
方
を
し

左
た
の
か
・
開
港
後
、
下
松
川
（
大
浦
川
）
の
河
畔
に
外
国
人
用
の

（ｑＵ） 

酒
場
が
で
き
る
前
、
外
国
船
の
乗
組
員
の
大
半
は
、
坐
曰
か
ら
あ
る
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長
崎
の
歓
楽
街
（
丸
山
）
へ
出
か
け
、
た
の
し
む
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ウ
ド
と
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
泥
酔
し
た

あ
げ
く
、
茶
屋
の
前
の
通
り
で
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
と
き
通
り
す
が
り
の
何
者
か
に
よ
っ
て
斬
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

長
崎
奉
行
所
の
俗
事
方
・
桐
山
子
之
助
が
、
寄
合
町
の
町
役
人
か
ら
来
た
書
状
に
よ
っ
て
事
件
を
知
っ
た
の
は
、
七
月
七
日
（
八
・

六
）
の
セ
ツ
半
（
午
前
四
時
半
）
ご
ろ
で
あ
る
。
異
変
に
接
し
た
奉
行
所
か
ら
も
直
ち
に
公
事
方
掛
（
裁
判
関
係
を
つ
か
さ
ど
る
）
の
定

役
と
属
吏
ら
が
出
張
し
、
犯
人
の
探
索
と
聞
き
込
み
を
開
始
し
た
。
前
夜
の
色
町
の
情
況
は
と
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
の
水
夫
ら
し
い

者
が
大
勢
街
中
を
俳
個
し
て
い
た
ら
し
く
、
衣
服
等
か
ら
犠
牲
者
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
役
人
ら
は
、
定
役
を
イ
ギ
リ

ス
領
事
館
に
遣
り
、
貴
国
の
艦
の
水
夫
ら
し
い
者
が
二
人
殺
さ
れ
た
、
と
報
告
さ
せ
た
。
犠
牲
者
ら
の
遺
体
が
引
き
取
ら
れ
る
前
に
死
体

よ
り

か
け
て
す
低
が
い

の
見
分
が
行
な
わ
れ
た
。
日
本
側
の
所
見
で
は
、
「
壹
人
は
左
肩
先
ら
右
脇
之
下
に
懸
胸
上
筋
違
二
九
寸
（
約
二
十
八
セ
ン
チ
）
程
、
一
堂

を切断し、脊柱まで深く喰い込んでいる。ふか…
人
は
右
肩
下
右
左
脇
之
下
へ
懸
同
様
八
寸
（
約
二
十
五
セ
ン
チ
）
程
、
い
つ
れ
も
深
疵
壹
ヶ
所
」
（
「
英
水
夫
殺
害
一
件
手
続
」
）
と
あ
る
。

が
、
イ
カ
ル
ス
号
の
軍
医
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
検
死
報
告
は
、
こ
れ
よ
り
も
や
や
く
わ
し
い
。
そ
の
大
要
を
記
す
と
、

ロ
パ
ー
ト
・
フ
ォ
ウ
ド
…
…
左
わ
き
下
よ
り
胸
部
の
左
側
に
か
け
て
創
傷
。
左
の
鎖
骨
（
胸
部
と
肩
を
つ
な
ぐ
骨
）
は
関
節
の
あ
た
り
で

切
断
。
創
傷
は
さ
ら
に
右
の
鎖
骨
の
軟
体
部
分
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
の
傷
は
、
の
ど
笛
や
食
道
お
よ
び
首
の
右
側
の
大
動
脈
や
血
管

ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
…
…
右
の
肩
の
継
ぎ
目
よ
り
の
ど
笛
ま
で
、
長
さ
八
イ
ン
チ
（
約
二
十
四
セ
ン
チ
）
の
創
傷
。
三
角
筋
、
上

腕
骨
、
鎖
骨
を
切
断
。
軍
医
の
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
は
、
両
人
の
死
体
を
見
分
し
た
結
果
、
「
何
か
鋭
い
武
器
、
お
そ
ら
く
日
本
刀
か
何
か

（
４
）
 

に
よ
っ
て
」
殺
め
ら
れ
た
も
の
と
推
断
し
た
。
ま
た
傷
口
や
死
体
の
状
態
か
壱
ｂ
、
斬
殺
さ
れ
た
の
は
、
午
後
九
時
か
ら
十
時
に
か
け
て
の

コ
ロ
ナ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
エ
ス
ト

間
で
あ
る
、
と
考
え
た
。
そ
し
て
死
因
審
問
の
結
論
を
次
の
よ
う
に
出
し
た
。
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事
件
の
捜
査
は
、
日
本
側
の
役
人
に
よ
っ
て
、
ま
ず
目
撃
者
の
証
言
や
当
夜
の
街
の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

ま
ず
二
人
が
艦
か
ら
上
陸
し
た
と
き
最
初
に
会
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
日
本
人
の
客
引
き
（
岩
助
）
の
証
言
か
ら
聞
い
て
み
よ
う
。

’
六
日
（
八
・
五
）
の
夜
九
ッ
（
午
薑
時
）
ご
ろ
、
大
浦
（
長
崎
港
の
東
岸
）
で
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
の
水
夫
ら
し
き
者
二
人
か
ら
案
内

を
頼
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
両
人
を
寄
合
町
の
引
田
屋
（
遊
女
屋
、
政
之
丞
宅
）
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
う
ち
一
人
は
、
用
事
が
あ
る
の

で
帰
り
た
い
と
い
う
の
で
大
浦
の
居
留
地
ま
で
送
り
届
け
ま
し
た
。
そ
し
て
再
び
寄
合
町
に
も
ど
る
途
中
、
引
田
屋
の
前
の
往
来
で
、
外

国
の
水
夫
ら
し
い
者
が
一
一
人
倒
れ
て
お
り
ま
し
た
。
二
人
は
酔
い
潰
れ
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
通
行
の
じ
ゃ
ま
に
な
り
、

、
、
、
、
６
６
ひ
き

万
一
事
故
が
起
こ
っ
て
は
ま
ず
い
、
と
思
い
、
引
田
屋
の
軒
下
に
引
き
寄
せ
ま
し
た
。
そ
ば
に
帽
子
が
一
一
つ
、
黒
さ
る
ま
た
又
は
股
引

を
と
る
こ
と
を
勧
め
る
。

（
署
名
）

イ
ギ
リ
ス
艦
イ
ヵ
ル
ス
号
の
死
亡
し
た
一
一
人
の
水
夫
、
す
な
わ
ち
ロ
パ
ー
ト
・
フ
ォ
ウ
ド
と
ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
は
、
本
月
五
日
の
夜
か
ら
六
日

午
マ

の
朝
に
か
け
て
、
山
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
街
の
一
部
に
あ
る
茶
屋
の
一
別
で
、
惨
殺
死
体
で
発
見
さ
れ
た
。
検
死
陪
審
の
意
見
で
は
、
一
一
人
が
死
に
至
っ
た

傷
は
、
ど
こ
の
だ
れ
と
も
知
れ
ぬ
一
人
又
は
複
数
の
人
間
の
日
本
刀
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
陪
審
団
は
、
武
器
を
も
っ
た
日
本

人
が
、
広
く
外
国
人
に
対
し
て
犯
す
、
た
び
重
な
る
残
虐
な
る
殺
人
事
件
に
嫌
悪
と
不
快
の
念
を
覚
え
る
、
と
い
い
た
い
。
長
崎
で
は
こ
の
種
の
犯
罪
が

増
加
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
陪
審
団
と
し
て
は
、
条
約
港
の
遊
歩
区
域
で
は
、
政
府
の
役
人
が
武
器
を
携
帯
で
き
る
の
は
勤
務
中
に
か
ぎ
る
と
い
っ
た
惜
置

（
署
名
）
マ
ー
カ
ス
・
フ
ラ
ワ
ー
ズ

（
領
事
代
理
、
検
死
陪
審
員
）

（
署
名
）
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
モ
ル
ト
ピ
ィ

（
署
名
）
Ｍ
・
Ｒ
．
Ｍ
・
グ
リ
フ
ィ
ス

（
海
軍
中
尉
）

（
署
名
）
Ｂ
・
レ
イ
ン
ポ
ウ

－－ 

陪
審
員
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書
」
）
。

（
５
）
 

岩
助
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
員
か
ら
も
事
情
聴
取
を
う
け
た
よ
う
で
、
そ
の
証
一
一
一
三
の
英
訳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
岩
助

な
り
わ
い

ク
リ
ー
ク

は
外
国
人
を
遊
女
屋
に
案
内
す
る
こ
と
を
生
業
と
し
、
事
件
が
起
っ
た
夜
は
、
何
人
か
の
水
夫
を
入
江
（
大
浦
川
か
？
）
の
そ
ば
の
酒
場

ヤ
マ

に
案
内
し
て
か
ら
、
山
へ
連
れ
て
行
っ
た
、
と
い
う
。
そ
の
他
の
証
言
内
容
は
、
先
に
引
い
た
日
本
側
の
証
一
一
一
一
口
記
録
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
岩
助
は
文
字
に
暗
か
っ
た
も
の
か
、
証
言
の
英
訳
の
署
名
欄
に
は
×
だ
け
が
付
い
て
い
る
。
酔
い
つ
ぶ
れ
、
往
来
で
寝
て
い
た
水
夫

の
か
た
わ
ら
で
、
岩
助
と
話
を
し
た
引
田
屋
の
下
男
三
九
郎
は
、
ど
の
よ
う
な
証
言
を
し
て
い
る
か
、
次
に
引
い
て
み
よ
う
。

’
六
日
の
夜
、
九
シ
ご
ろ
、
仕
事
を
お
え
台
所
で
涼
ん
で
お
り
ま
し
た
ら
、
店
の
繭
の
往
来
で
外
国
人
が
寝
て
い
る
の
で
、
か
れ
ら

つ
つ
そ
で

同
人
が
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
て
か
ら
Ｊ
閏
）
、
往
来
に
た
た
ず
ん
で
お
り
ま
す
と
、
白
木
綿
の
筒
袖
（
た
も
と
が
な
く
、
筒
の
よ
う
な
形
を

し
た
袖
の
つ
い
た
着
物
）
と
袴
を
着
用
し
た
侍
が
十
二
、
三
人
や
っ
て
来
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
酔
っ
て
お
り
、
中
に
は
唐
詩
な
ど
を
吟
じ

て
お
る
者
も
お
り
ま
し
た
。
山
手
の
ほ
う
に
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
ゆ
く
と
き
、
う
し
ろ
の
方
で
物
音
が
し
た
の
で
振
り
返
り
ま
す
と
、
抜
き

身
の
侍
が
三
人
駆
け
上
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
こ
わ
く
な
っ
た
の
で
、
近
く
の
そ
ば
売
り
の
屋
台
の
蔭
に
身
を
か
く
し
ま
し
た
。
そ
し
て

様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
三
人
の
う
ち
の
一
人
が
抜
刀
の
ま
ま
小
島
の
ほ
う
に
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
よ
り
新
道
よ
り
逃

、
、

げ
出
、
船
大
工
町
か
ら
外
廻
り
し
、
再
び
寄
合
町
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
筑
後
屋
の
す
が
方
で
休
ん
で
お
り
ま
す
と
、
朝
八
ッ
（
午

前
二
時
）
ご
ろ
、
町
役
場
よ
り
呼
び
出
し
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
出
頭
し
、
陳
述
い
た
し
ま
し
た
（
「
英
水
夫
殺
害
一
件
引
合
之
も
の
糺

（
ズ
ボ
ン
の
こ
と
か
ｌ
引
用
者
）
が
一
つ
、
手
ぬ
ぐ
い
が
一
つ
、
落
ち
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
水
夫
た
ち
の
そ
ば
に
置
き
ま

し
た
。
引
田
屋
の
下
男
三
九
郎
と
い
う
者
が
提
灯
を
も
っ
て
店
か
ら
出
て
来
て
、
立
ち
ど
ま
っ
て
い
る
間
、
同
人
と
話
を
し
ま
し
た
。
そ

白
ど

の
と
き
同
じ
く
引
田
屋
の
下
女
ふ
じ
と
い
う
者
が
、
木
戸
口
（
通
路
に
木
で
作
っ
た
出
入
口
）
か
ら
一
一
一
九
郎
を
呼
び
寄
せ
、
買
物
を
い
い

つ
け
ま
し
た
。
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の
目
が
さ
め
る
ま
で
見
守
っ
て
い
る
よ
う
、
主
人
政
之
丞
か
ら
い
い
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
提
灯
を
持
ち
出
し
、
番
を
し
て
お
り
ま
す

と
、
か
ね
て
顔
見
知
り
の
外
国
人
の
道
案
内
を
や
っ
て
お
り
ま
す
、
岩
助
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
者
と
一
緒
に
外
国
人
の

番
を
い
た
し
ま
し
た
。
や
が
て
下
女
の
ふ
じ
が
出
て
来
、
薬
用
に
し
た
い
か
ら
焼
酎
を
買
っ
て
来
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
い
ま
し
た
。
酒

屋
ま
で
行
き
ま
し
た
が
、
店
は
と
っ
く
に
閉
っ
て
お
り
、
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
空
し
く
立
ち
帰
り
、
ふ
じ
に
そ
の
旨
を
伝
え
ま
し

た
。
岩
助
が
外
国
人
の
番
を
し
て
い
た
の
で
、
別
段
見
守
る
必
要
は
な
か
ろ
う
、
と
思
い
、
店
に
引
き
上
げ
、
自
分
の
部
屋
で
休
み
ま
し

た
。
そ
の
後
の
こ
と
は
存
じ
ま
せ
ん
。

日
本
の
役
人
に
語
っ
た
証
言
が
こ
れ
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
員
に
し
た
供
述
と
は
、
や
や
内
容
が
異
な
る
。

サ
ヰ

ー
月
畷
日
（
八
・
五
ｌ
引
用
者
）
の
夜
、
下
女
の
ふ
じ
か
ら
酒
を
》
輿
い
に
遣
ら
れ
ま
し
た
．
午
前
一
時
ご
ろ
の
こ
と
で
す
．
外
国

人
が
殺
さ
れ
た
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
殺
し
の
こ
と
は
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
門
の
所
で
番
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
往
来
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

通
っ
た
り
、
そ
こ
で
寝
て
い
る
外
国
人
を
見
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
た
い
て
い
私
は
門
の
内
側
で
腰
を
お
ろ
し
て
お
り
ま
す
。
当
夜
の
情
況

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
つ
い
て
は
何
も
存
じ
ま
せ
ん
。
酒
を
買
い
に
出
、
戻
っ
た
と
き
、
誰
も
往
来
で
寝
て
は
い
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や
死
人
も
見
ま
せ
ん

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
し
た
・
そ
の
と
き
遮
り
に
は
日
本
人
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
傍
点
は
、
日
本
側
の
証
一
一
一
曰
記
録
と
食
い
違
う
ｌ
引
用
者
）
．

三
九
郎
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
供
述
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
件
の
巻
き
添
え
を
く
う
の
を
恐
れ
る
あ
ま
り
あ
え
て
虚
言
を
つ
い
た
も

の
か
。
次
は
三
九
郎
に
外
国
人
の
番
を
す
る
こ
と
を
命
じ
た
、
主
人
政
之
丞
の
証
言
で
あ
る
。

ｌ
義
父
の
政
右
衛
門
が
薑
病
で
あ
り
、
そ
の
看
病
を
し
て
お
り
ま
し
た
．
が
、
六
日
の
夜
四
シ
半
（
午
後
十
時
半
）
ご
ろ
、
杣
宅
前

の
往
来
で
外
国
人
が
二
人
寝
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
二
人
を
見
よ
う
と
野
次
馬
が
押
し
か
け
、
通
り
が
混
雑
し
て
は
ま
ず
い
と
思
い
、
下

男
の
三
九
郎
に
命
じ
ま
し
て
、
外
国
人
の
番
を
さ
せ
ま
し
た
。
同
夜
九
ッ
（
午
後
零
時
）
を
過
ぎ
て
も
寝
て
お
り
ま
し
た
。
が
、
翌
日
の

八
ッ
（
午
前
二
時
）
ご
ろ
、
下
女
の
ふ
じ
に
呼
び
起
さ
れ
ま
し
た
。
拙
宅
前
で
外
国
人
二
人
が
殺
さ
れ
て
い
る
、
と
通
行
人
か
ら
知
ら
せ
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’
六
日
の
夜
、
台
所
と
そ
の
他
の
用
事
を
す
ま
せ
、
九
シ
ご
ろ
に
癒
っ
た
時
薬
用
の
焼
酎
を
買
い
求
め
た
い
と
思
い
、
下
男
の
三

九
郎
さ
ん
の
所
に
行
き
ま
し
た
ら
、
同
人
は
主
人
政
之
丞
の
言
い
つ
け
で
店
の
前
の
路
上
で
寝
て
い
る
外
国
人
の
番
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
三
九
郎
さ
ん
に
酒
を
買
い
に
行
っ
て
欲
し
い
、
と
思
い
ま
し
て
、
表
戸
を
開
け
ま
す
と
、
外
国
人
ら
し
き
者
が
二
人
、
通
り
の
片
す

み
で
横
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
そ
ば
に
知
り
合
い
の
岩
助
さ
ん
と
三
九
郎
さ
ん
が
お
り
ま
し
た
。
三
九
郎
さ
ん
に
焼
酎
を
買
い
に

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
間
に
、
岩
助
さ
ん
と
よ
も
や
ま
の
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
三
九
郎
さ
ん
が
戻
り
ま
し
た
が
、
酒
は
買
え
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
共
に
店
の
中
に
入
り
、
め
い
め
い
の
部
屋
で
休
み
ま
し
た
。
八
シ
ご
ろ
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
お
宅

の
前
で
血
だ
ら
け
の
外
国
人
が
二
人
死
ん
で
い
る
よ
、
と
通
行
人
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
早
速
主
人
に
そ
の
旨
伝
え
ま
し
た
。
そ

の
他
の
こ
と
は
一
切
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
。

次
に
引
く
の
は
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
に
み
ら
れ
る
彼
女
の
供
述
で
あ
る
。
日
本
側
の
記
録
に
あ
る
叙
述
と
や
や
趣
を
異
に
し
て
ぉ

接
し
た
、
当
人
で
あ
る
。

が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
私
は
た
い
へ
ん
驚
き
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
裏
口
を
出
て
町
役
場
へ
届
け
に
行
き
ま
し
た
。

事
件
の
前
後
の
こ
と
は
一
切
存
じ
ま
せ
ん
。

次
に
引
く
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
に
見
ら
れ
る
同
人
の
簡
単
な
供
述
で
あ
る
。

「
店
の
門
外
の
路
上
で
寝
て
い
る
外
国
人
の
番
を
さ
せ
ま
し
た
。
門
口
の
所
に
行
き
、
二
人
の
外
国
人
の
こ
と
を
指
差
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
表
に
い
る
外
国
人
を
二
人
見
た
だ
け
で
す
」
。
こ
の
あ
と
下
男
の
三
九
郎
は
、
主
人
の
政
之
丞
と
会
う
と
、
門
外
の
往
来
に
一
一

人
の
外
国
人
が
寝
て
い
た
こ
と
を
認
め
、
ま
た
午
前
一
時
す
ぎ
に
床
に
つ
い
た
、
と
も
い
っ
た
。
三
九
郎
は
奉
行
所
で
尋
問
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
と
き
の
か
れ
の
供
述
は
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
も
の
で
、
矛
盾
し
た
こ
と
を
い
っ
た
、
と
あ
る
。

引
田
屋
の
下
女
ふ
じ
の
証
言
は
ど
う
か
、
次
に
聞
い
て
み
よ
う
。
彼
女
こ
そ
、
一
番
先
に
イ
ギ
リ
ス
水
夫
が
殺
さ
れ
た
こ
と
の
通
報
に
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り
、
死
体
発
見
に
至
る
経
緯
が
よ
く
わ
か
る
。

ｌ
私
は
生
き
た
状
艫
の
と
き
の
水
夫
二
人
の
姿
を
見
て
ば
お
り
ま
せ
ん
。
騒
ぎ
を
耳
に
し
霞
し
た
の
は
、
午
前
二
時
ご
ろ
の
こ
と
で

す
。
窓
の
そ
ば
で
寝
て
お
り
ま
し
た
。
何
人
か
の
日
本
人
が
通
り
す
ぎ
た
か
と
思
っ
た
ら
突
然
立
ち
ど
ま
り
、
「
こ
の
外
国
人
は
死
ん
で

い
る
ぞ
。
見
る
や
血
が
流
れ
て
い
る
」
と
叫
ぶ
の
が
聞
え
ま
し
た
。
私
は
死
体
を
見
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
店
の
者
が
こ
の
こ
と
を
役
人
ま

で
届
け
ま
し
た
。
店
の
表
口
は
開
い
て
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
者
は
裏
木
戸
か
ら
外
に
出
ま
し
た
。
表
口
は
朝
何
時
に
開
い
た
の

か
存
じ
ま
せ
ん
。
門
内
に
あ
る
刀
傷
は
、
祭
の
最
中
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

次
に
引
く
の
は
グ
ラ
バ
ー
商
会
に
勤
め
る
日
本
人
キ
タ
ロ
ー
（
不
詳
、
召
使
い
）
の
証
言
で
あ
る
。

ヤ
マ

ー
私
は
月
噸
日
（
八
・
五
ｌ
引
用
者
）
の
夜
、
キ
ン
グ
ズ
さ
ん
と
外
出
し
、
山
を
登
っ
て
お
り
ま
す
と
、
茶
屋
の
表
の
通
り
で
、

外
国
人
が
二
人
寝
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
一
人
は
あ
お
向
け
に
寝
て
お
り
、
も
う
一
人
は
横
に
な
っ
て
寝
て
お
り
ま
し
た
。
二
人
は
軍

艦
の
乗
組
員
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
白
い
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
黒
っ
ぽ
い
上
着
の
よ
う
な
も
の
を
着
て
お
り
ま
し
た
。
血
の
よ
う

な
も
の
は
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
途
に
つ
く
と
き
も
、
両
人
は
同
じ
姿
勢
で
寝
て
お
り
ま
し
た
。
通
り
に
は
役
人
の
姿
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
が
申
し
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
は
こ
れ
だ
け
で
す
。

ま
た
キ
タ
ロ
ー
と
同
じ
グ
ラ
バ
ー
商
会
に
勤
務
す
る
キ
ン
グ
ズ
の
証
言
は
こ
う
で
あ
る
。

ヤ
マ

ー
月
曜
日
の
夜
、
十
時
か
ら
十
一
朧
に
か
け
て
、
友
人
（
キ
ク
。
１
１
引
用
者
）
と
共
に
山
に
行
き
ま
し
た
．
白
い
服
を
着
た
外

国
の
水
夫
が
二
人
、
通
り
で
寝
そ
べ
っ
て
い
る
の
を
目
撃
し
ま
し
た
。
通
り
を
登
っ
て
行
く
と
、
そ
こ
に
寝
て
お
り
ま
し
た
。
帰
宅
す
る

十
一
時
ご
ろ
、
ま
だ
同
じ
場
所
に
お
り
ま
し
た
。
血
を
見
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
寝
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
。
両
人
は
軍
艦
の
乗

組
員
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
登
っ
て
来
た
通
り
を
下
る
と
き
も
、
二
人
は
同
じ
姿
勢
で
寝
そ
べ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
白
い
着

物
を
着
た
日
本
人
を
往
来
で
見
て
お
り
ま
せ
ん
。
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か

イ
カ
ル
ス
号
の
乗
組
員
の
中
に
も
フ
ォ
ウ
ド
や
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
を
陸
で
見
た
者
が
い
る
が
、
次
に
そ
の
ロ
ロ
撃
談
を
引
い
て
み
よ
う
。
エ

ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ー
ル
ド
（
一
等
兵
）
の
証
言
は
こ
う
で
あ
る
。

１
－
十
一
時
半
に
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
と
フ
ォ
ウ
ド
の
姿
を
茶
屋
が
あ
る
通
り
で
見
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
は
帰
艦
い
た
し
ま
し
た
。

二
人
を
最
後
に
見
た
と
き
、
一
一
人
と
も
衝
を
受
け
て
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
は
茶
屋
に
い
た
の
で
す
。
二
人
を
最
後
に
見
た
と

き
、
両
人
は
し
ら
ふ
で
し
た
。
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
に
は
い
く
ぶ
ん
淳
れ
騒
ぐ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
け
ん
か
を
好
み
ま
せ
ん
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ド
リ
ス
コ
ル
（
火
器
係
）
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

Ｉ
死
体
が
発
見
さ
れ
た
所
か
ら
四
軒
先
の
茶
屋
が
ち
ょ
う
ど
二
人
を
見
た
最
後
の
場
所
で
す
が
、
私
は
十
峰
か
ら
十
一
時
の
間
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
と
フ
ォ
ウ
ド
に
会
い
ま
し
た
。
’
一
人
と
も
し
ら
ふ
で
し
た
。
一
一
階
の
部
屋
で
寝
て
い
る
フ
ォ
ゥ
ド
を
見
ま
し
た
。
そ
の

勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

後
、
か
れ
を
見
て
お
り
ま
せ
ん
。
階
段
の
所
で
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
と
会
い
ま
し
た
が
、
再
び
見
る
｝
」
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
午
前
五
時

前
に
二
人
が
殺
さ
れ
た
店
の
前
を
通
り
ま
し
た
。
け
ん
か
騒
ぎ
で
も
あ
れ
ば
、
そ
の
現
場
に
行
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
人
殺
し
が
あ
っ
た
こ

（（、）

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
Ｉ
し
た
。
店
の
前
の
通
り
は
、
洗
い
流
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
（
傍
点
引
用
者
）
。

事
件
当
夜
、
引
田
屋
の
日
本
人
客
は
八
名
、
外
国
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
殺
人
が
明
る
み
に
な
り
役
人
が
来
て
か
ら
、
二
人
の
死

体
は
こ
の
遊
女
屋
の
門
内
に
入
れ
ら
れ
た
。
日
本
人
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
人
の
証
言
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ロ
パ
ー
ト
・
フ
ォ
ゥ
ド
と

ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
ら
両
名
は
、
慶
応
三
年
七
月
六
日
（
一
八
六
七
・
八
・
五
）
の
夜
九
時
ご
ろ
上
陸
し
、
売
淫
手
引
人
（
日
本
人

某
）
と
会
い
、
そ
の
者
の
案
内
で
丸
山
に
出
か
け
、
引
田
屋
か
ら
四
、
五
軒
先
の
遊
女
屋
に
登
楼
し
た
。
二
人
は
〃
ち
よ
ん
の
間
遊
び
“

の
つ
も
り
で
店
に
入
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
し
ら
ふ
で
あ
っ
た
。
イ
カ
ル
ス
号
の
火
器
係
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ド
リ
ス
コ
ル
は
、
両
人
を
遊

女
屋
の
中
で
目
撃
し
て
い
る
。
か
れ
が
一
一
人
を
見
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
午
後
十
時
か
ら
十
一
時
の
間
で
あ
っ
た
と
い
う
。

問
題
は
そ
の
後
の
フ
ォ
ウ
ド
と
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
の
足
取
り
で
あ
る
。
二
人
は
妓
女
の
部
屋
に
入
る
ま
で
し
ら
ふ
で
あ
っ
た
。
部
屋
の
中
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で
酒
を
飲
ん
だ
も
の
か
ど
う
か
は
何
と
も
い
え
な
い
。
遊
女
の
証
言
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
が
、
日
本
酒
か
焼
酎
の
よ
う
な
も
の
を
飲
ま

さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
後
二
人
は
、
店
の
外
に
出
、
引
田
屋
の
前
あ
た
り
ま
で
来
た
と
き
、
酔
い
が
回
り
路
上
で
寝
そ
べ
っ

て
し
ま
っ
た
。
午
後
十
一
時
か
ら
十
二
時
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
一
一
人
は
ま
だ
生
き
て
い
た
。
け
れ
ど
午
後
十
二
時
か
ら
翌
日

の
午
前
二
時
ま
で
の
間
に
何
者
か
に
刀
で
斬
ら
れ
、
命
を
落
と
し
た
。

い
っ
た
い
こ
の
二
人
を
殺
し
た
犯
人
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
訊
問
に
お
い
て
も
証
人
は
め
い
め
い
勝
手
気
ま
ま
な
供
述
を
す
る
だ
け

で
、
犯
人
の
捜
索
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
運
悪
く
イ
ギ
リ
ス
水
夫
ら
が
殺
さ
れ
た
場
所
を
通
っ
た
土
佐
海
援
隊
の
者
が
嫌
疑
を

（
７
）
 

う
け
た
。
折
か
ら
長
崎
港
に
停
泊
中
の
土
佐
藩
の
横
笛
丸
・
南
海
丸
の
二
船
が
、
凶
行
数
時
間
後
の
未
明
に
出
港
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

（
８
）
 

。
ｂ
の
船
の
ど
れ
か
に
犯
人
の
何
人
か
を
移
し
脱
出
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
イ
ギ
リ
ス
側
ば
か
り
か
幕
府
も
疑
っ
た
。
初
代
イ
ギ
リ
ス

公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
後
任
と
し
て
来
日
し
、
高
圧
的
な
外
交
を
行
な
う
こ
と
で
知
ら
れ
た
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
パ
ー
ク
ス
（
一
八
二
八

げ
っ
こ
う

か
つ
き
よ

～
一
八
八
五
、
’
八
六
五
～
一
八
八
一
二
在
任
）
は
、
イ
ヵ
ル
ス
号
の
水
夫
殺
害
事
件
に
ひ
じ
ょ
う
に
激
昂
し
、
老
中
板
倉
勝
静
に
強
硬
な

申
し
入
れ
を
し
た
。
幕
府
は
外
国
奉
行
平
山
図
書
頭
・
大
目
付
戸
川
伊
豆
守
・
御
目
付
設
楽
岩
次
郎
ら
を
軍
艦
回
天
丸
で
高
知
に
遣
り
、

容
堂
侯
と
会
談
さ
せ
、
さ
ら
に
長
崎
に
お
い
て
取
調
べ
を
続
行
さ
せ
た
。

一
方
、
招
待
旅
行
と
こ
の
事
件
の
犯
人
の
究
明
を
か
ね
て
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
一
行
（
パ
ー
ク
ス
公
使
、
Ａ
・
Ｂ
・
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ド
、
Ｗ
．
Ｇ
．
ア
ス
ト
ン
、
Ｅ
・
サ
ト
ウ
等
）
も
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
で
阿
波
・
土
佐
・
長
崎
へ
赴
い
た
。

高
知
に
お
け
る
容
堂
侯
と
の
会
談
で
は
、
も
し
加
害
者
が
土
佐
人
で
あ
れ
ば
、
逮
捕
の
う
え
処
罰
す
る
し
、
犯
人
が
他
藩
の
者
で
あ
っ

て
も
探
索
を
手
加
減
し
な
い
、
と
の
言
質
を
取
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
ら
は
長
崎
滞
在
中
、
領
事
代
理
マ
ー
カ
ス
・
フ
ラ
ワ
ー
ズ
の
家
に
宿
泊

し
、
各
藩
の
知
友
と
会
っ
た
り
、
土
佐
藩
と
事
件
と
の
関
連
に
つ
い
て
調
査
す
る
の
で
あ
る
が
、
決
定
的
な
証
拠
は
何
一
つ
な
く
、
証
拠

不
十
分
を
も
っ
て
長
崎
を
引
き
あ
げ
、
江
戸
に
戻
っ
た
。
幕
府
は
長
崎
の
二
奉
行
（
能
勢
大
隅
守
、
徳
永
石
見
守
）
を
解
任
し
た
上
で
、
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（
９
）
 

納
得
さ
せ
、
本
件
を
終
わ
ら
せ
た
。

こ
の
丸
山
の
変
事
は
、
当
時
長
崎
の
町
を
騒
然
と
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
夜
、
事
件
の
突
発
が
港
内
の
外
国
軍
艦
（
ア
メ
リ

カ
、
プ
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
）
に
も
伝
わ
る
や
、
水
兵
は
上
陸
し
、
市
中
に
配
置
さ
れ
、
警
戒
に
あ
た
っ
た
ら
し
く
、
ま
た

長
崎
奉
行
徳
永
岩
見
守
は
、
各
藩
邸
内
に
い
る
藩
士
や
諸
役
人
の
素
行
調
査
を
行
な
い
、
さ
ら
に
丸
山
廓
内
の
茶
屋
、
市
中
の
旅
宿
を
取

（
、
）

り
調
べ
、
そ
こ
に
出
入
り
す
る
藩
士
の
行
動
を
監
視
し
た
が
、
犯
人
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
土
佐
の
二
船
が
港
外
に
出
た
こ
と

り
調
べ
、
そ
こ
に
出
入
脂

が
紛
糾
の
種
と
な
っ
た
。

こ
の
種
の
事
件
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
江
戸
か
ら
派
遣
す
る
兵
五
百
名
を
も
っ
て
居
留
地
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
、
パ
ー
ク
ス
を

イカルス号の水夫二名を殺害した福岡藩士

金子才吉の肖像写真

長
崎
奉
行
所
が
必
死
に
犯
人
の
探
索
に
努
め
た
結
果
、
情
況
証

拠
か
ら
、
こ
の
事
件
は
真
夜
中
す
ぎ
に
「
白
い
着
物
」
を
着
た
者

の
仕
業
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
以
外
、
犯
人
に
つ
い
て
は
よ
う

と
し
て
消
息
を
聞
か
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
は
や
が
て
維
新
の
ど

さ
く
さ
で
迷
宮
入
り
と
な
る
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
元

年
二
月
（
一
八
六
八
・
三
）
堺
事
件
（
土
佐
藩
兵
が
フ
ラ
ン
ス
軍

艦
の
乗
組
員
を
殺
傷
）
が
生
じ
た
と
き
、
パ
ー
ク
ス
は
こ
の
事
件

に
関
連
し
て
、
前
年
の
丸
山
の
事
変
の
こ
と
を
持
ち
出
し
た
た

め
、
新
政
府
も
苦
境
に
陥
り
、
こ
れ
ま
で
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ

の
一
件
を
氷
解
な
さ
し
め
る
こ
と
に
し
、
大
隅
八
太
郎
（
重
信
）

を
長
崎
に
派
遣
し
た
。
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ま
き
た
か

慶
応
四
年
九
月
七
日
（
一
八
六
八
・
一
○
・
一
一
一
一
）
立
山
役
所
に
お
い
て
、
大
隅
八
太
郎
・
楠
本
平
之
允
（
正
隆
、
当
時
長
崎
裁
判
所

権
判
事
）
・
吉
井
源
馬
。
林
亀
吉
（
土
佐
藩
大
目
付
）
ら
が
参
会
し
、
犯
人
捜
索
に
つ
い
て
相
談
し
、
そ
の
後
八
方
に
手
を
廻
し
て
犯
人

逮
捕
の
糸
口
を
得
よ
う
と
し
た
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
事
件
解
決
の
端
緒
が
開
け
た
。
林
亀
吉
は
長
崎

に
来
て
か
ら
書
生
を
雇
い
置
い
て
い
た
が
、
そ
の
者
が
「
加
害
者
を
知
っ
て
い
ま
す
、
何
で
も
筑
前
藩
の
者
で
す
」
と
い
っ
た
こ
と
か

よ
し
の
ぷ

ら
、
そ
の
旨
を
長
崎
府
知
事
沢
宣
嘉
（
一
八
一
一
一
一
一
一
～
七
三
、
幕
末
・
維
新
期
の
公
卿
）
に
申
し
出
た
。
か
く
し
て
沢
知
事
は
、
筑
前
藩
の

聞
役
（
外
敵
な
ど
の
急
を
知
ら
せ
る
役
）
栗
叫
熱
を
呼
び
出
し
、
取
り
調
べ
を
命
じ
た
。
同
人
は
突
然
の
話
に
狼
狽
し
、
藩
庁
に
報
告
す

き
色
や
く

る
と
、
藩
と
し
て
も
包
み
隠
す
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
じ
っ
は
弊
藩
の
金
子
才
吉
と
い
う
者
の
仕
業
で
す
、
と
白
状
し
た
。
同
人
は
す

（
旧
）

で
に
切
腹
し
て
果
て
た
の
で
、
こ
の
一
件
に
関
し
て
は
連
係
者
が
自
首
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
、
ひ
と
ま
ず
落
着
－
し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
金
子
才
吉
と
い
う
名
前
が
犯
人
と
し
て
浮
上
し
た
が
、
か
れ
は
一
体
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
金
子
は
筑
前
藩

家
老
矢
野
梅
庵
の
陪
臣
徳
田
文
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
に
生
ま
れ
、
の
ち
浮
組
金
子
氏
を
嗣
い
だ
・
和
漢
洋
の

造
詣
が
深
く
、
事
件
当
時
、
藩
の
伝
習
生
の
一
人
と
し
て
航
海
・
測
量
術
を
学
ぶ
俊
才
で
あ
っ
た
。
そ
の
か
れ
が
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
人
水
夫

を
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
事
件
当
夜
の
七
月
六
日
（
八
・
五
）
は
、
七
夕
の
祭
で
あ
り
ひ
じ
・
よ
う
に
蒸
し
暑
く
、
伝
習
生
（
村

上
、
水
谷
、
村
沢
、
讃
井
、
田
原
、
栗
野
）
ら
は
外
に
涼
み
に
出
か
け
、
丸
山
付
近
ま
で
散
歩
し
た
。
金
子
も
隣
部
屋
の
富
永
と
、
あ
と

か
ら
六
名
の
仲
間
の
跡
に
つ
い
て
外
出
し
た
。
一
行
八
名
は
丸
山
廓
に
入
り
、
寄
合
町
ま
で
来
た
と
き
で
あ
る
。
と
あ
る
茶
屋
（
引
田

屋
）
の
門
前
の
路
上
で
外
国
人
ら
し
い
者
が
一
一
人
酔
い
つ
ぶ
れ
て
寝
て
い
る
の
を
、
提
灯
の
明
か
り
で
照
ら
し
て
認
め
た
・
そ
の
と
き
で

あ
る
、
何
を
思
っ
た
か
、
金
子
は
刀
を
抜
く
と
、
一
一
人
の
肩
先
め
が
け
て
斬
り
つ
け
た
。
そ
ば
に
い
た
仲
間
は
、
こ
の
刹
那
の
兇
行
に

び
っ
く
り
し
た
が
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
そ
の
場
を
去
り
五
島
町
の
宿
舎
（
播
麿
屋
敷
）
に
帰
っ
た
。
午
前
二
時
ご
ろ
の
こ
と
で
あ

ヤ
マ

デ
。
。
け
れ
ど
金
子
は
、
そ
の
あ
と
山
に
上
っ
て
行
っ
た
き
り
帰
ら
ず
、
翌
七
日
（
八
・
六
）
の
午
後
に
な
っ
て
、
人
夫
体
の
者
が
富
永
の
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て
ふ
だ

も
と
へ
手
札
（
名
刺
）
を
持
っ
て
や
っ
て
来
た
。
そ
れ
に
は
迎
え
に
来
て
／
、
れ
、
と
い
っ
た
金
子
の
伝
言
が
書
い
て
あ
っ
た
。
富
永
は
、

金
子
が
前
夜
よ
り
何
も
口
に
入
れ
ず
空
腹
で
い
る
と
思
っ
て
巻
き
鮨
を
求
め
る
と
、
す
ぐ
に
同
人
が
身
を
潜
め
て
い
る
戸
町
屠
殺
場
の
近

く
の
薪
の
置
き
場
所
に
出
か
け
た
。
と
こ
ろ
が
金
子
は
、
そ
の
鮨
を
食
べ
ず
、
薪
の
積
み
上
げ
て
あ
る
山
を
捕
手
と
み
な
す
ほ
ど
、
精
神

が
錯
乱
し
て
い
た
。
富
永
は
播
麿
屋
敷
に
戻
る
よ
う
説
得
し
た
が
、
相
手
は
そ
れ
を
聞
き
入
れ
よ
う
と
は
せ
ず
、
砲
台
番
の
詰
所
に
行
く

の
だ
、
と
い
い
、
一
緒
に
丘
陵
に
あ
る
測
量
部
の
海
岸
ま
で
来
た
と
き
、
某
が
い
る
か
ど
う
か
調
べ
て
来
て
く
れ
と
い
っ
た
。
富
永
は
丘

に
上
り
、
在
不
在
を
た
し
か
め
て
下
っ
て
来
る
と
、
金
子
は
船
を
漕
ぎ
出
し
、
逃
走
し
た
あ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
声
を
出
し
、
船
を

呼
び
戻
そ
う
と
し
た
が
応
じ
ず
、
や
む
な
く
帰
宿
の
上
、
こ
の
始
末
を
聞
役
栗
田
貢
に
報
告
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
日
の
午
後
八
時
ご

ろ
、
金
子
は
ひ
ょ
っ
こ
り
播
麿
屋
敷
に
戻
っ
て
来
た
。
聞
役
は
同
人
を
こ
こ
に
留
め
置
い
て
は
面
倒
が
生
じ
る
と
思
い
、
水
の
浦
の
本
藩

屯
営
所
に
送
り
、
気
分
を
落
ち
つ
か
せ
る
た
め
座
敷
に
入
れ
、
役
所
書
記
仙
田
文
次
郎
に
命
じ
監
視
さ
せ
た
。

八
日
（
八
・
七
）
の
深
夜
の
こ
と
で
あ
る
、
金
子
は
仙
田
の
刀
か
け
よ
り
大
刀
を
奪
い
と
る
と
、
そ
れ
で
も
っ
て
腕
を
か
き
切
っ
た
が

死
に
切
れ
ず
、
つ
い
に
は
喉
を
突
い
て
自
殺
し
た
。
享
年
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
金
子
の
遺
骸
は
丸
棺
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
三
日
目
の
慶

応
三
年
七
月
十
一
日
（
一
八
六
七
・
八
・
一
○
）
ご
ろ
、
藩
船
蒼
準
丸
に
載
せ
て
福
岡
港
に
運
び
、
福
岡
城
南
茶
園
谷
長
栄
寺
に
埋
葬
し

（
旧
）

た
。
墓
碑
に
「
戒
名
秋
嶺
院
騨
秀
蘭
居
士
」
と
あ
る
．
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
イ
ギ
リ
ス
人
水
夫
ら
を
斬
殺
し
た
理
由
だ
が
、
そ
れ
は
今
も
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
金
子
は
洋
学
修
業
と
し
て
航
海
・

測
量
術
を
学
ん
で
い
た
折
へ
西
泊
砲
台
の
建
設
な
ら
び
に
港
内
測
量
の
必
要
が
生
じ
た
。
か
れ
は
気
分
不
揃
と
な
り
、
つ
い
に
精
神
に
異

（
Ｍ
）
 

常
を
き
た
し
た
。
丸
山
の
事
件
は
か
れ
の
発
狂
に
原
因
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
事
件
当
夜
、
英
学
修
業
中
の
栗
野
慎
一
郎
（
の
ち

か
ん
こ
う

駐
露
特
命
全
権
大
使
、
子
爵
）
は
、
事
の
次
第
を
内
々
で
聞
役
栗
田
貢
に
知
ら
せ
た
が
、
同
人
は
こ
れ
を
不
問
に
ｉ
し
、
あ
ま
つ
さ
え
箱
口

令
を
し
い
た
。
そ
の
後
事
件
が
発
覚
す
る
と
、
栗
野
と
七
名
の
伝
習
生
は
自
訴
し
、
審
問
終
了
後
は
東
京
に
護
送
さ
れ
、
士
道
に
背
き
、
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長崎の「大浦国際墓地」にあるイギリス水夫ジョン・ハッチングズと

ロバート・フォウドの墓（合碑）

（筆者掻影）
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か
ど

（
冊
）

友
誼
を
失
し
た
科
で
禁
鋼
刑
（
一
一
カ
月
半
の
牢
屋
入
り
）
を
申
し
渡
さ
れ
た
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
一
一
年
第
九
号
）
。
ま
た
福
岡
藩
知
事

は
蟄
居
を
申
し
渡
さ
れ
た
上
、
殺
さ
れ
た
フ
ォ
ウ
ド
と
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
両
人
の
遺
族
に
償
金
を
支
払
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
新

政
府
に
よ
る
こ
れ
ら
の
懲
罰
は
秘
か
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
パ
ー
ク
ス
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
『
官
報
』
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

パ
ー
ク
ス
は
つ
ん
ぼ
さ
じ
き
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
激
怒
し
、
政
府
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
謝
罪
を
求
め
た
。
新
政
府
は
そ
の
非

を
認
め
、
失
策
の
償
い
を
す
る
、
と
パ
ー
ク
ス
に
い
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
が
求
め
た
も
の
は
、
五
ケ
条
か
ら
成
る
が
、
そ
の
要
点
を
述
べ
る

と
、
本
件
の
議
事
録
と
判
決
の
提
出
、
将
来
、
再
審
理
を
行
な
う
と
き
公
使
館
員
を
立
ち
合
わ
せ
る
こ
と
、
福
岡
藩
知
事
の
謝
罪
文
、
要

（
胴
）

求
が
あ
れ
ば
同
藩
の
囚
人
と
の
面
会
を
許
可
す
る
こ
‐
と
等
で
あ
る
。

か
く
し
て
土
佐
藩
の
冤
罪
は
、
真
犯
人
が
筑
前
藩
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
お
か
げ
で
、
よ
う
や
く
晴
れ
た
の
で
あ
る
。
ロ
バ
ー

ト
。
フ
ォ
ゥ
ド
と
ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
の
墓
は
、
長
崎
の
「
大
浦
国
際
墓
地
」
（
九
十
三
番
地
）
に
あ
る
。
合
碑
で
あ
り
、
墓
石
の

表
面
に
み
ご
と
な
刻
字
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
半
分
近
く
は
風
化
に
よ
り
読
み
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

富
の
白
。
ご
ａ

罰
○
国
因
罰
弓
甸
○
し
□

〔
・
…
・
…
・
〕
因
勾
吟
の

国
巨
〔
・
…
。
。
〕

〔
・
…
．
．
…
〕
の
シ
ヱ
ロ
〔
…
…
…
〕

函
・
旨
・
の
弓
缶
、
□
の

ノー、

： 

： 

： 

： 
● 

几､シ
ヱ
ロ シ
○
国
□

ﾉｰＴｌ 

： 

： 

： 

： 
Ｉﾀ 
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英
艦
「
イ
ヵ
ル
乙
号
の
水
夫
殺
害
に
関
す
る
日
本
側
史
料
と
し
て
は
、
「
暴
行
門
殺
傷
英
軍
艦
水
夫
両
人
長
崎
二
於
テ
遭

害
一
件
Ｈ
～
伽
」
（
『
続
通
信
全
覧
類
輯
之
部
三
四
』
雄
松
堂
出
版
昭
和
陀
・
９
）
が
い
ち
ば
ん
く
わ
し
く
、
そ
の
他
雑
誌

『
江
戸
』
（
第
四
巻
第
二
綴
～
第
五
巻
第
一
綴
）
に
載
っ
た
「
英
国
軍
艦
エ
カ
ル
ス
水
兵
殺
害
事
件
（
其
一
）
～
（
其
四
終
と
（
大
正
５
．

８
～
ｕ
）
、
『
大
日
本
外
交
文
書
第
四
巻
』
所
収
の
「
長
崎
二
於
ケ
ル
英
国
軍
艦
水
夫
殺
害
事
件
」
、
「
英
人
暗
殺
事
件
」
（
『
大
隈
伯
昔

日
潭
二
』
所
収
、
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書
昭
和
妬
・
４
）
、
新
聞
記
事
と
し
て
は
「
英
国
水
夫
暗
殺
事
件
」
（
明
治
元
・
皿
、
『
崎
陽
雑

報
』
側
、
『
鵜
明
治
編
年
史
第
一
巻
』
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
水
夫
両
人
を
殺
し
た
犯
人
の
金
子
才
吉
に
関
す
る

伝
記
的
研
究
と
し
て
は
、
大
熊
浅
次
郎
の
「
繰
彌
藩
金
子
才
吉
事
蹟
山
㈲
、
」
（
大
正
⑬
・
６
～
８
、
『
筑
紫
史
談
第
三
十
～
三

十
二
集
」
所
収
、
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
）
が
最
も
す
ぐ
れ
て
お
り
、
参
考
と
す
べ
き
点
が
多
い
。

外
国
側
史
料
と
し
て
は
、
句
『
自
鳥
○
甚
冨
の
一
一
シ
：
曰
の
》
句
・
因
・
の
．
ｍ
・
著
皀
の
爵
の
８
『
望
Ｃ
『
』
ロ
ロ
：
ご
・
」
」
－
．
１
］
の
＄
８
房
己
．

』
○
四
三
国
ご
曰
○
出
自
ｚ
○
ｍ

〔
…
…
…
〕
シ
○
国
□
函
哩

〔
・
・
…
…
・
〕
冒
臣
貝
計
「
員
皀
言
』
⑩
〔
…
…
…
〕

Ｚ
・
咽
〔
扇
ロ
置
目
詩
冨
釘
茸
ミ

マ
Ｔ

ｍ
偶
）
（
③
冒
守
⑩
「
凸

。
、
の
『

罰
の
曰
の
日
す
。
『
巳
］
白
巨
の
｛
＆
の
・

注
Ⅱ
〔
…
…
…
〕
は
判
読
で
き
な
い
。

（
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
イ
カ
ル
ス
号
〔
…
…
…
〕

ロ
パ
ー
ト
・
フ
ォ
ウ
ド
、
享
年
〔
…
…
…
〕

と
ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
グ
ズ
、
享
年
二
十
三

歳
の
御
霊
に
献
ぐ
。
一
八
六
七
年
九
月
五
日

の
夜
、
長
崎
に
お
い
て
殺
さ
れ
る
。
人
は
す

べ
て
死
ぬ
雨
礫
命
に
あ
る
こ
と
を
相
曙
嘩
す
べ
し
。
）
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イギリス軍艦「イカルス」号水夫暗殺一件
函
呂
昌
の
．
【
ご
函
陣
○
○
・
》
Ｆ
・
目
。
Ｐ
］
召
□
の
第
十
一
一
一
章
に
五
頁
ほ
ど
小
記
事
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
も
二
次
資
料
と
し
て
い
ろ
い
ろ
参

考
と
な
る
が
、
今
回
新
史
料
と
し
て
利
用
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
公
使
館
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
［
甸
昌
＆
『
の
一
⑪
冒
頤
８
句
ｏ
『
‐

の
〕
、
ロ
シ
寓
巴
『
の
。
ｍ
○
○
○
ｐ
】
己
■
己
君
ロ
、
ｇ
の
色
コ
ョ
ロ
巴
貝
】
の
ｍ
ｍ
Ｐ
ｍ
の
。
｛
Ｓ
の
勺
『
の
⑪
一
」
の
昌
一
○
旨
の
の
①
○
○
二
」
い
の
の
臼
○
コ
【
。
『
ど
の
ｓ
ｏ
。
ご
函
『
の
⑪
ｍ
・

恩
『
一
戸
三
色
的
三
口
、
一
・
Ｐ
Ｃ
。
ご
●
『
ご
白
の
員
勺
風
日
ご
ｍ
○
日
Ｄ
Ｐ
』
忠
②
］
と
長
崎
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

［
三
・
・
金
・
国
『
旨
呂
○
・
コ
の
巨
一
貝
の
》
ｚ
Ｐ
ｍ
Ｐ
ｍ
Ｐ
戸
缶
漏
」
◎
吾
」
②
ｓ
》
８
ｍ
】
『
四
画
『
ご
弔
口
『
丙
の
⑩
］
で
あ
る
。
と
く
に
後
者
は
量
的
に
多
く

は
な
い
が
、
日
本
側
史
料
に
見
ら
れ
ぬ
も
の
も
収
め
て
あ
り
、
こ
の
事
件
を
別
な
角
度
か
ら
照
射
し
て
い
る
。
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
、

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
長
崎
県
立
図
書
館
、
福
岡
県
立
図
書
館
等
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝

意
を
表
し
ま
す
。

（
７
）
嫁
即
辮
→
１
．
サ
ト
ゥ
｜

（
８
）
「
英
国
軍
艦
エ
カ
ル

（
９
）
注
（
７
）
に
同
じ
。

（
、
）
大
熊
浅
次
郎
毎
醗

（
４
）
注
（
，

（
５
）
同
右
も

（
６
）
注
（
’

（
、
。
）
力
討
や
戸
冗
刈
や
ぽ
ク
リ
ガ
フ

（
４
）
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
１
）
ｚ
ｏ
鱈

（
２
）
同
右
。

注１
）
ｚ
ｏ
・
念
亘
因
ユ
念
、
西
ｏ
Ｃ
ｐ
２
－
ｇ
の
『
ｚ
Ｐ
ｍ
Ｐ
閨
云
】
マ
レ
巨
困
・
巴
冒
］
霊
『
》
｛
○
ｍ
】
円
困
酌
『
『
］
勺
、
句
穴
の
⑪
，

注
（
１
）
に
同
じ
。

ア
ー
ネ
ス
ト
．
サ
ト
ゥ
「
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
（
下
）
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
年
六
月
）
の
三
七
頁
。

坂
田
糟
一

「
英
国
軍
艦
エ
カ
ル
ス
水
夫
殺
害
事
件
」

鯛
金
子
才
吉
事
蹟
（
上
）
（
中
と
（
『
筑
紫
史
談
』
所
収
）
を
参
照
。

『
時
の
流
れ
を
超
え
ｌ
長
崎
鬮
際
蕊
地
に
鵬
る
人
々
」
（
長
崎
文
献
社
、
平
成
三
年
七
月
）
の
二
四
賀
．
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（
焔
）
注
（
嘔
）
弓
・
○
・
少
：
日
、
箸
の
七
○
～
七
一
頁
。

〔
追
記
〕
本
稿
は
平
成
五
年
度
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
に
よ
る
成
果
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

（
⑫
）
注
（
ｕ
）
に
同
じ
。

（
過
）
注
（
皿
）
の
三
二
舌

（
Ｍ
）
注
（
、
）
を
参
照
。

（
咽
）
司
旬
防
口
、
肘
○
高
富
（

年
第
九
号
）
を
参
照
。

（
、
）
同
右
の
二
二
頁
。

に
同
じ
。

の
三
二
頁
。

○
高
ニ
ョ
の
ニ
レ
：
ロ
〕
、
一
句
・
閃
・
Ｐ
ｍ
・
皿
弓
冨
国
】
⑪
８
ｑ
・
［
』
Ｐ
ロ
：
》
『
ｏ
］
・
国
の
七
○
～
七
一
頁
。
お
よ
び
「
太
政
官
日
誌
」
（
明
治
二
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